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形
容
詞
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕・
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
に
よ
る 

名
詞
複
合
用
法
の
通
時
的
変
遷

蜂
矢
真
弓

一

　

有
坂
（
一
九
三
一
・
一
九
三
四
）
は
、
上
代
に
お
け
る
名
詞
・
動
詞
に

は
、
そ
れ
自
体
が
名
詞
・
動
詞
と
し
て
自
立
す
る
も
の
と
、
複
合
語
・
派

生
語
の
語
構
成
要
素
で
あ
る
も
の
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
同
一
形

態
素
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
比
較
し
、
両
者
に
「
一
種
の
母
音
交
替
」
が

存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
末
尾
形
態
に
着
目
し
、

⒜　

エ
列
イ
列
に
終
る
形
は
そ
れ
が
単
語
の
末
尾
に
立
つ
場
合
に
も

用
ゐ
ら
れ
得
る
も
の

⒝　

ア
列
ウ
列
オ
列
に
終
る
形
は
、
そ
の
あ
と
に
何
か
他
の
要
素
が

つ
い
て
一
語
を
作
る
場
合
に
の
み
用
ゐ
ら
れ
る
も
の

と
し
て
、
右
の
名
詞
・
動
詞
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
が
多
い
⒜
を
「
露
出

形
」、
複
合
語
・
派
生
語
の
語
構
成
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
⒝
を
「
被
覆
形
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
名
詞
・
動
詞
の
被
覆
形
─
露
出
形
の
組
み
合
わ
せ

を
持
つ
も
の
の
う
ち
、
末
尾
の
音
節
が
ア
・
ウ
・
オ
列
の
も
の
を
名
詞
被

覆
形
・
動
詞
被
覆
形
、
末
尾
の
音
節
が
イ
・
エ
列
の
も
の
を
名
詞
露
出
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形
・
動
詞
露
出
形
と
す
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
、
確
例
の
み
を
考
察
の
対

象
と
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
各
品
詞
の
被
覆
形
が
、
⑴
下
に
名
詞
を
伴
っ
て
（
複
合
）

名
詞
を
作
る
場
合
、
⑵
下
に
接
尾
辞
シ
を
伴
っ
て
（
派
生
）
形
容
詞
を
作

る
場
合
、
⑶
下
に
接
尾
辞
ス
・
ル
な
ど
を
伴
っ
て
（
派
生
）
動
詞
を
作
る

場
合
の
、
三
つ
の
複
合
・
派
生
用
法
を
取
る
場
合
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ

ら
を
、
被
覆
形
の
⑴
名
詞
複
合
用
法
、
⑵
形
容
詞
派
生
用
法
、
⑶
動
詞
派

生
用
法
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
有
坂
（
一
九
三
一
）
で
は
、
⑵
は
⑶
の

一
部
と
い
う
位
置
付
け
と
さ
れ
て
い
た
が
、
派
生
形
容
詞
と
派
生
動
詞
は

別
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
⑶
と
⑵
を
分
け
て
考
え
る
。

　

右
と
同
様
の
考
え
の
下
、
拙
稿
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
名
詞
・
形
容

詞
・
動
詞
と
い
う
三
つ
の
品
詞
が
存
在
し
、
複
合
名
詞
・
派
生
形
容
詞
・

派
生
動
詞
の
三
つ
が
存
在
し
て
、
被
覆
形
の
、
名
詞
複
合
用
法
・
形
容
詞

派
生
用
法
・
動
詞
派
生
用
法
の
三
用
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
名
詞
被
覆
形
・
動
詞
被
覆
形
と
同
様
に
、
形
容
詞
被
覆
形
と
い
う
も

の
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
の
被
覆

形
に
よ
る
、
名
詞
複
合
用
法
・
形
容
詞
派
生
用
法
・
動
詞
派
生
用
法
の
三

用
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

形
容
詞
と
は
、
全
て
接
尾
辞
シ
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
形
容
詞

か
ら
接
尾
辞
シ
を
除
い
た
部
分
に
あ
た
る
語
基
（
ク
活
用
形
容
詞
の
場
合

は
、
形
態
の
上
で
語
基
＝
語
幹
で
あ
る
）
が
形
容
詞
被
覆
形
に
あ
た
る
こ

と
に
な
る
。
ク
活
用
形
容
詞
・
シ
ク
活
用
形
容
詞
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を

例
に
挙
げ
る
と
、

　
　

ク
活
用　
　

形
容
詞
被
覆
形
ヤ
ス
〔
安
〕
＋
接
尾
辞
シ

　
　
　
　
　
　
　
　

→
派
生
形
容
詞
ヤ
ス
シ
〔
安
・
易
〕

　
　

シ
ク
活
用　

形
容
詞
被
覆
形
サ
カ
〔
賢
〕
＋
接
尾
辞
シ

　
　
　
　
　
　
　
　

→
派
生
形
容
詞
サ
カ
シ
〔
賢
〕

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

川
端
（
一
九
七
九
）
に
お
い
て
、「
名
詞
の
活
用
」
の
〔
Ｃ
〕
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
も
の
は
、
名
詞
被
覆
形
ア
─
露
出
形
ア
シ
〔
足
・
脚
〕、
名
詞

被
覆
形
ス
─
露
出
形
ス
シ
〔
醢
〕
等
の
よ
う
に
、
被
覆
形
が
、「
自
立
形

を
形
造
る
、
資
格
的
に
接
尾
語
で
あ
る
も
の
」
で
あ
る
《
ｉ
》
を
伴
う
際

に
、
子
音
（
こ
の
場
合
は
ｓ
）
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様

に
考
え
る
と
、
形
容
詞
被
覆
形
が
《
ｉ
》
を
伴
う
際
に
、
子
音
ｓ
を
挿
入

し
て
出
来
た
派
生
形
容
詞
が
、
形
容
詞
露
出
形
と
い
う
位
置
付
け
に
な

る
。

　

こ
の
う
ち
、
基
本
的
に
末
尾
の
音
節
が
ア
・
ウ
・
オ
列
の
語
基
を
、
本

稿
で
は
形
容
詞
被
覆
形
と
し
、
形
容
詞
被
覆
形
・
露
出
形
の
⑴
名
詞
複
合
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用
法
に
つ
い
て
、
拙
稿
（
二
〇
一
三
）
に
引
き
続
き
考
察
を
進
め
て
行

く
。

二

　

ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
・
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
・
シ
ク
活
用
形
容
詞

被
覆
形
・
シ
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
の
四
種
に
よ
る
名
詞
複
合
用
法
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
四
種
の
名
詞
複
合
用
法
を
行
う
用
例
が
、
以
下
の

通
り
見
付
か
っ
た（
１
）。

　
（
１
）
ク
活
用
形
容
詞
─
「
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
＋
名
詞（

２
）」

　
　
　
　
　

：
二
九
例
─
一
〇
八
例

　
（
２
）
ク
活
用
形
容
詞
─
「
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
＋
名
詞（
３
）」

　
　
　
　
　

：
四
例
─
七
例

　
（
３
）
シ
ク
活
用
形
容
詞
─
「
シ
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
＋
名
詞（
４
）」

　
　
　
　
　

：
八
例
─
一
七
例

　
（
４
）
シ
ク
活
用
形
容
詞
─
「
シ
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
＋
名
詞（
５
）」

　
　
　
　
　

：
二
三
例
─
三
八
例

　

ク
活
用
形
容
詞
の
場
合
は
、
被
覆
形
の
方
が
露
出
形
よ
り
も
用
例
数
が

多
く
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
場
合
は
、
露
出
形
の
方
が
被
覆
形
よ
り
も
用

例
数
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
は
、
形
容
詞
の
語
幹
の
用
法
が
関

連
し
て
い
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
の
「
上
代
語
概
説
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
形
容
詞
の
語
幹
は
、「
形
容
詞
語
幹
＋
名
詞
」
の
形
態

に
お
い
て
、
連
体
修
飾
語
と
し
て
機
能
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
ク
活
用
形
容
詞
の
場
合
は
、
語
幹
と
形
態
が
一
致
す
る
被
覆
形
に
よ

る
（
１
）、
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
場
合
は
、
語
幹
と
形
態
が
一
致
す
る
露

出
形
に
よ
る
（
４
）
の
用
例
数
が
多
く
な
る
。
な
お
、（
１
）
と
（
４
）

を
比
べ
る
と
、
形
容
詞
の
用
例
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
複
合
名
詞

の
用
例
数
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
形
容
詞
の
語
幹
と
形
態
が
一
致
し
な
い
、
ク
活
用
形
容

詞
露
出
形
に
よ
る
（
２
）、
シ
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
に
よ
る
（
３
）
の

例
も
若
干
存
在
す
る
。

　
（
２
）
に
は
、
ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
に
よ
る
ウ
マ
シ

小
汀
・
ウ
マ
シ
モ
ノ
・
ウ
マ
シ
マ
デ
ノ
ミ
コ
ト
（
固
有
名
詞
）・
ウ
マ
シ

ア
シ
カ
ビ
ヒ 

コ
ヂ
ノ
カ
ミ
（
固
有
名
詞
）
と
い
う
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
は
、（
１
）
に
当
た
る
ウ
マ
イ
〔
味
寝
〕・
ウ
マ
サ

ケ
〔
味
酒
〕・
ウ
マ
ヒ
ト
と
い
う
複
合
名
詞
を
作
る
一
方
で
、（
２
）
に
当

た
る
複
合
名
詞
を
も
作
る
。
こ
れ
は
、（
１
）
の
「
ウ
マ
＋
名
詞
」
は

「
感
覚
的
意
味
」、
及
び
、「
客
観
的
に
述
べ
る
状
態
的
意
味
」、（
２
）
の
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「
ウ
マ
シ
＋
名
詞
」
は
「
対
象
へ
の
評
価
・
感
情
と
い
う
主
観
的
判
断
」

を
持
つ
意
味
と
し
て
使
い
分
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
６
）。

こ
の

よ
う
に
、
意
味
を
使
い
分
け
る
た
め
に
、
形
容
詞
語
幹
の
用
法
と
一
致
す

る
（
１
）
の
複
合
名
詞
だ
け
で
は
な
く
、（
２
）
の
複
合
名
詞
が
作
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、（
３
）
に
は
、
ア
タ
ラ
ス
ミ
ナ
ハ
・
ア
タ
ラ
ス
ガ
ハ
ラ
・
ア
タ

ラ
ス
ガ
シ
メ
・
ア
タ
ラ
サ
カ
リ
・
ア
タ
ラ
ソ
ノ
カ
・
ア
タ
ラ
タ
ク
ミ
と
い

う
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
ア
タ
ラ
シ
〔
惜
〕
は
、

（
１
）・（
２
）
の
ク
活
用
形
容
詞
と
は
異
な
り
、（
３
）
の
複
合
名
詞
の
み

を
作
り
、（
４
）
の
複
合
名
詞
は
作
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
シ
ク
活
用
形
容

詞
ア
タ
ラ
シ
〔
惜
〕
の
被
覆
形
ア
タ
ラ
〔
惜
〕
が
、

秋
の
野
に
露つ
ゆ

負お

へ
る
萩
を
手た

折を

ら
ず
て
あ
た
ら
盛
り
を
〈
安
多
良
佐

可
里
乎
〉
過
ぐ
し
て
む
と
か 

（『
萬
葉
集
』
四
三
一
八
）

の
よ
う
に
、
感
動
詞
乃
至
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
あ
る
程
度
自
立
的
に

用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、（
３
）
に
当
た
る
複
合
名
詞
が
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
覆
形
が
あ
る
程
度
自
立
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る
場
合
に
、（
３
）
に
当
た
る
複
合
名
詞
が
作
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
、
拙
稿
（
二
〇
一
五
）
で
述
べ
た
。
し
か
し
、
シ
ク
活

用
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
が
自
立
性
を
持
た
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
３
）
に
当
た
る
複
合
名
詞
を
作
る
。
こ
れ
は

（
３
）
に
お
い
て
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

　

ま
ず
は
、
ム
ナ
シ
〔
空
〕
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　

ム
ナ
シ
〔
空
〕

世
の
中
は
空む
な

し
き
も
の
と
〈
牟
奈
之
伎
母
乃
等
〉
知
る
時
し
い
よ

よ
ま
す
ま
す
悲
し
か
り
け
り 

（『
萬
葉
集
』
七
九
三
）

　

シ
ク
活
用
形
容
詞
で
あ
り
、
ム
ナ
シ
イ
と
い
う
情
意
的
意
味
を
表
す
。

　

次
に
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
に
よ
る
（
３
）
の
複
合
名
詞
の
例
を
順
に

挙
げ
、
検
討
す
る
。

　
　

ム
ナ
コ 

ト
〔
空
言
〕

…
…
お
ぼ
ろ
か
に
心
思お
も

ひ
て
空む
な

言こ
と

も
〈
牟
奈
許
等
母
〉
祖お
や

の
名
絶た
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つ
な
…
… 

（『
萬
葉
集
』
四
四
六
五
）

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
「
む
な
こ 

と
【
空
言
】（
名
）
う

そ
。
実じ
つ

の
な
い
こ
と
ば
。
そ
ら
ご
と
。」
と
あ
り
、
ム
ナ
コ 

ト
の
ム
ナ

は
、
実
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　
　

ム
ナ
グ
ル
マ
〔
空
車
〕

空む
な

車
に
、
魚い
ヲ

、
鹽し
ほ

積つ

み
て
も
て
き
た
り
。

（『
宇
津
保
物
語
』
藤
原
の
君
）

空む
な

車ぐ
る
まに

〈
齋イ

〉
串ぐ
し

ヲ
積つ

み
て
、
陰オ
ん

陽や
う

師じ

、
先さ
き

馬む
ま

に
テ
出
デ
た
り
。

（『
宇
津
保
物
語
』
藤
原
の
君
）

…
…
其そ
の

邊
（
へ
ん
）に（
し
）知り

た
る
下
人
を
、
む
な
車
を
か
り
に
や
り
て
、

つ
み
て（
い
）出で

ん
と
す
る
程
に
、
…
…

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
六
一
上
緒（
を
）の
主
（
ぬ
し
）得る

レ
金を

事 

巻
一
三
ノ
一
）

…
…
牛
か
ひ
な
ど
す
る
に
、
む
な
車ぐ
る
まひ

き
つ
ゞ
け
て
、
…
…

（『
蜻
蛉
日
記
』）

左
府
の
御
車
を
む
な
ぐ
る
ま
に
て
法
成
寺
へ
や
ら
せ
ら
れ
け
り
。

（『
古
今
著
聞
集
』）

む
な
ぐ
る
ま
／
た
か
が
ひ
の
ま
だ
も
こ
な
く
に
つ
な
ぎ
い
ぬ
の
は

な
れ
て
い
か
む
な
ぐ
る
ま
つ
ほ
ど 

（『
拾
遺
和
歌
集
』
四
一
九
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
以
下
同
様
）
の
「
む
な-

ぐ
る
ま

【
空
車
】」
の
項
に
は
、「
①
車
蓋
の
な
い
車
。
車
台
だ
け
で
、
車
箱
や
屋

形
な
ど
の
な
い
車
。」、「
②
人
を
乗
せ
て
い
な
い
車
。
人
が
乗
っ
て
い
な

い
車
。
か
ら
ぐ
る
ま
。」
と
あ
り
、『
宇
津
保
物
語
』
の
二
例
と
『
宇
治
拾

遺
物
語
』
の
例
が
①
の
意
味
を
表
し
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
例
と
『
古
今
著

聞
集
』
の
例
が
②
の
意
味
を
表
す
。
な
お
、
拾
遺
和
歌
集
の
例
は
、
物
名

を
読
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
①
と
も
②
と
も
分
類
出
来
な
い
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
ム
ナ
グ
ル
マ
の
ム
ナ
は
、
車
蓋
等
が
な
い
、
ま
た
は
人
が

い
な
い
と
い
う
、
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　
　

ム
ナ
バ
セ
〔
空
馳
〕　

　
　
　

五
〇
八　

大
納
言
經
信
下
野
敦
末
を
不
幸
十
列
と
稱
す
る
事

下
野
敦
末
、
競
馬
を
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
が
、
十
度
む
な
ば
せ
を

し
た
り
け
る
を
、
經
信
大
納
言
見
ら
れ
て
、「
不
幸
の
物
の
十
列

歟
」
と
い
は
れ
た
り
け
る
、
比
興
の
事
也
け
り
。

（『
古
今
著
聞
集
』
古
今
著
聞
集
卷
第
十
六
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、「
む
な-

ば
せ
【
空
馳
】〔
名
〕（
馳
せ
た

こ
と
が
無
益
で
あ
っ
た
の
意
か
ら
）
競
馬
（
く
ら
べ
う
ま
）
で
負
け
る
こ
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と
。」
あ
り
、
ム
ナ
バ
セ
の
ム
ナ
は
、
馳
せ
た
こ
と
の
利
益
が
無
い
と
い

う
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　
　

ム
ナ
ク
ニ
〔
空
國（
７
）〕

檎〔
膐
〕宍
之
空　〔
國
〕

太-

奈-

之-

々-

乃

牟-

奈-

久-

尒

（『
日
本
書
紀
私
記
』
御
巫
本
・
神
代
紀
下　

22
ウ
）

膐曽
志

之〻
乃

空牟
奈

國久
尒

也 
（『
日
本
書
紀
私
記
』
丙
本
・
仲
哀
八
年
）

　

ソ
シ
シ
ノ
ム
ナ
ク
ニ
の
ソ
シ
シ
ノ
は
ム
ナ
の
枕
詞
で
あ
り
、『
日
本
国

語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
そ
し
し
〔
膐
宍
〕（「
背
肉
（
そ
し
し
）」
の

意
）
背
筋
（
せ
す
じ
）
の
肉
。」、「
そ
し
し
の
空
国
（
む
な
く
に
）（「
そ

し
し
の
む
な
く
に
」
と
も
。
背
に
は
肉
が
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
物
事
の

豊
か
で
な
い
意
に
た
と
え
る
）
豊
沃
で
な
い
土
地
。
や
せ
た
土
地
。
不
毛

の
地
。」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ム
ナ
ク
ニ
の
ム
ナ
は
、
作
物
の
取

れ
高
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
、（
３
）「
被
覆
形
ム
ナ〔
空
〕＋
名
詞
」
の
被
覆
形
ム
ナ

と
は
、
何
か
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

四

　

一
方
、
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
に
よ
る
（
４
）
の
複
合
名
詞
の
例
は
、

奈
良
時
代
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
平
安
時
代
以
降
に
な
る
と
出
現
す
る
。

よ
っ
て
、
次
に
そ
れ
ら
の
例
を
順
に
挙
げ
、
検
討
す
る
。

　
　

ム
ナ
シ
ケ
ブ
リ

ふ
じ
の
ね
の
な
ら
ぬ
お
も
ひ
に
も
え
ば
も
え
神
だ
に
け
た
ぬ
む
な

し
け
ぶ
り
を 

（『
古
今
和
歌
集
』
一
〇
二
八
）

　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』
の
頭
注
に
、「
冨
士
山
は
煙
だ

け
で
火
に
な
ら
な
い
が
、
わ
た
し
も
成
就
し
た
い
恋
の
思
い
に
燃
え
る
な

ら
燃
え
ろ
。
富
士
の
神
で
さ
え
消
せ
な
い
で
い
る
、
か
い
も
な
い
煙
な
ん

だ
か
ら
。
あ
き
ら
め
て
投
げ
出
し
た
気
持
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ム
ナ

シ
ケ
ブ
リ
の
ム
ナ
シ
は
、
何
の
甲
斐
も
無
か
っ
た
た
め
に
悲
し
む
と
い
う

情
意
的
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

ム
ナ
シ
ネ
〔
空
寝
〕

言こ
と

の
葉は

の
う
へ
の
緑
に
は
か
ら
れ
て
竹
の
よ
な
よ
な
む
な
し
寝ね

や

す
る 

（『
平
中
物
語
』
二
九
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
む
な
し-

ね
【
空
寝
】〔
名
〕
ひ
と
り
、
む
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な
し
く
寝
る
こ
と
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ム
ナ
シ
ネ
の
ム
ナ
シ
は
、
他

に
誰
も
い
な
い
た
め
に
む
な
し
い
と
い
う
情
意
的
意
味
を
表
し
て
い
る
。

　
　

ム
ナ
シ
ダ
ノ
ミ
〔
空
頼
〕

い
せ
の
海
の
渚
に
よ
す
る
う
つ
せ
貝
む
な
し
た
の
み
に
世
を
つ
く

し
つ
ゝ 

（『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
三
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
む
な
し-
だ
の
み
【
空
頼
】〔
名
〕
あ
て
に

な
ら
な
い
頼
み
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ム
ナ
シ
ダ
ノ
ミ
の
ム
ナ
シ
は
、

見
込
み
が
無
い
た
め
に
沈
ん
だ
気
分
に
な
る
と
い
う
情
意
的
意
味
を
表
し

て
い
る
。
頼
み
が
あ
て
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
単
な
る
状
態
で
は
な
く
、

そ
の
こ
と
に
対
す
る
感
情
を
込
め
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、（
４
）「
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
の
露

出
形
ム
ナ
シ
と
は
、
何
か
が
無
い
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る
感
情
と
い
う
情

意
的
意
味
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、（
３
）・（
４
）
に
お
い
て
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
は
状
態
的

意
味
、
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
情
意
的
意
味
と
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

五

　

こ
こ
で
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕・
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
、
山
口
（
一
九
八
五
）
を
見
て
み
る
と
、

ム
ナ
シ
（
空
）
は
、
ム
（
身
）
＋
ナ
シ
（
無
）
に
分
割
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
、
ク
活
用
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
山
口
（
一
九
八
五
）
の
論
に
即
し
て
考
え
て
み
る
と
、

「
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
は
、（
３
）
の
複
合
名
詞
で
は
な
く
、（
１
）
の

複
合
名
詞
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
意
味
の
分
化
の
た
め
に
、
形
容
詞
語

幹
の
用
法
と
一
致
す
る
（
１
）
だ
け
で
は
な
く
（
２
）
の
複
合
名
詞
を
も

作
っ
た
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
等
一
部
の
ク
活
用
形
容
詞
と
同
様
に
、
本

来
は
ク
活
用
で
あ
っ
た
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、（
１
）
と
な
る
「
ク
活
用
形

容
詞
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
だ
け
で
は
な
く
、
後
に
、
意
味
の
分

化
の
た
め
に
、（
２
）
と
な
る
「
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕

＋
名
詞
」
を
も
作
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
他
の
（
３
）
の
複
合
名
詞
を
作
る
シ
ク
活
用
形
容
詞
は

（
４
）
の
複
合
名
詞
を
作
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
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〔
空
〕
は
（
３
）
の
複
合
名
詞
だ
け
で
は
な
く
（
４
）
の
複
合
名
詞
を
も

作
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、「
被
覆
形
ム
ナ
＋
名
詞
」
は
（
１
）、

「
露
出
形
ム
ナ
シ
＋
名
詞
」
は
（
２
）
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

な
お
、
平
安
時
代
～
室
町
時
代
に
下
っ
て
か
ら
出
現
す
る
、（
２
）
と

な
る
「
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
は
、
意
味
の
分

化
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
、（
１
）
と

な
る
「
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
は
衰
退
せ
ず
、
両

形
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

六

　

さ
て
、
以
上
の
こ
と
に
対
し
、
二
つ
付
け
加
え
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、

以
下
の
よ
う
に
、
同
じ
名
詞
を
伴
っ
て
、（
１
）「
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形

ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
と
、（
２
）「
ク
活
用
形
容
詞
露
出
形
ム
ナ
シ

〔
空
〕
＋
名
詞
」
の
両
形
が
存
在
す
る
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　

ム
ナ
デ
〔
空
手
〕  

水み
づ

た
ゝ
ふ
い
は（
わ
）間（
ま
）の

眞ま

菰こ
も

か
り
か
ね
て
空む
な

手で

に
す
ぐ
る
五さ
み
だ
れ

月
雨
の

こ
ろ 

（『
山
家
集
』
二
〇
七
）

倶
不
得
利
、を

空ム
ナ_

手テ 

來
て

歸
。

 

（『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
下
・
鴨
脚
本
）

ム
ナ
シ
デ
〔
空
手
〕

倶
に

 

不
レ
得
レ
利サ
チ

空ム
ナ
シ_

手
来_

リ

歸
。ル

 

（『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
下
・
熱
田
本（
８
））

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
む
な-

で
【
空
手
・
徒
手
】〔
名
〕
手
に

何
も
持
た
な
い
こ
と
。
武
器
を
持
た
な
い
こ
と
。
収
穫
の
な
い
こ
と
。
ま

た
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
何
も
し
な
い
こ
と
。
素
手
。
か
ら
て
。
む
な
し

で
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
山
家
集
』
の
頭
注

に
、「
空
手
に
す
ぐ
る
─
な
す
こ
と
も
な
く
手
を
遊
ば
せ
て
日
を
過
ご

す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
山
家
集
』
の
ム
ナ
デ
の
ム
ナ
は
、
何
も
す
る

こ
と
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、『
日
本
書
紀
』
の
同
じ
「
空
手
」
の
「
空
」
の
部
分
に
お
い

て
、
鴨
脚
本
の
訓
は
「
ム
ナ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
熱
田
本
の
訓
に
は

「
ム
ナ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
、（
３
）
の
ム
ナ
が
状
態
的
意
味
、

（
４
）
の
ム
ナ
シ
が
情
意
的
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
熱
田

本
よ
り
も
成
立
の
早
い
『
山
家
集
』
の
ム
ナ
デ
の
ム
ナ
が
状
態
的
意
味
を

表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
二
三
六
年
書
写
の
鴨
脚
本
の
ム
ナ
デ
の
ム
ナ

は
、
収
穫
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
を
表
し
、
一
三
七
五
年
書
写
の
熱
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田
本
の
ム
ナ
シ
デ
の
ム
ナ
シ
に
は
、
収
穫
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味

に
、
そ
の
こ
と
が
残
念
だ
と
い
う
情
意
的
意
味
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
第
二
に
、『
日
本
書
紀
』
熱
田
本
に
お
い
て
、
左
記
の
よ
う

に
仲
哀
紀
八
年
「
空ム
ナ_

国
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に

神
代
紀
下
に
は
「
空ム
ナ
シ_

手
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

熱
田
本
で
は
、
ム
ナ
ク
ニ
〔
空
国
〕
の
ム
ナ
は
、
作
物
の
取
れ
高
が
無
い

と
い
う
状
態
的
意
味
に
留
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ム
ナ
シ
デ
〔
空
手
〕
の

ム
ナ
シ
は
、
収
穫
が
無
い
と
い
う
状
態
的
意
味
に
加
え
、
そ
の
こ
と
が
残

念
だ
と
い
う
情
意
的
意
味
を
加
え
る
と
こ
ろ
に
ま
で
移
行
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

是レ 

膐ソ
シ
ヽ 

之
空ム
ナ_

国
也 

（『
日
本
書
紀
』
仲
哀
紀
八
年
・
熱
田
本
）

七

　

こ
こ
ま
で
の
論
を
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

1
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、
他
の
（
３
）
の
複
合
名
詞
を
作
る
シ
ク

活
用
形
容
詞
と
は
異
な
り
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
は
自
立
性
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
３
）
の
複
合
名
詞
を
作
る
。

　

2
他
の
（
３
）
の
複
合
名
詞
を
作
る
シ
ク
活
用
形
容
詞
は
（
４
）
の
複

合
名
詞
を
作
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕

は
、（
３
）
の
複
合
名
詞
だ
け
で
は
な
く
（
４
）
の
複
合
名
詞
を
も

作
る
。

　

3
（
１
）・（
２
）
の
複
合
名
詞
を
作
る
ク
活
用
形
容
詞
は
、
意
味
の
分

化
の
た
め
に
、（
１
）
の
複
合
名
詞
だ
け
で
は
な
く
（
２
）
の
複
合

名
詞
を
も
作
っ
た
。

　

4
従
来
（
３
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
来
た（
９
）「

被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名

詞
」
の
被
覆
形
ム
ナ
は
状
態
的
意
味
を
、
平
安
時
代
以
降
に
な
る
と

出
現
す
る
、
従
来
（
４
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
来
た
「
露
出
形
ム
ナ
シ

〔
空
〕
＋
名
詞
」
の
露
出
形
ム
ナ
シ
は
情
意
的
意
味
を
表
す
。
被
覆

形
ム
ナ
〔
空
〕
と
露
出
形
ム
ナ
〔
空
〕
と
の
間
で
、
意
味
の
分
化
が

起
こ
っ
て
い
る
。

　

5
山
口
（
一
九
八
五
）、
及
び
、
1
・
2
・
3
・
4
か
ら
、
形
容
詞
ム

ナ
シ
〔
空
〕
は
、
本
来
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
で
は
な
く
ク
活
用
形
容

詞
で
あ
り
、「
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
は
（
３
）
で
は
な
く

（
１
）、「
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
は
（
４
）
で
は
な
く

（
２
）
で
あ
る
、
と
見
る
の
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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八

　

で
は
、
次
に
、（
１
）
で
あ
る
「
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
が

（
３
）、（
２
）
で
あ
る
「
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名
詞
」
が
（
４
）
で

あ
る
と
従
来
考
え
ら
れ
て
来
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

数
少
な
い
（
１
）（
２
）
の
両
形
が
存
在
す
る
複
合
名
詞
の
中
で
、
最

も
用
例
数
が
多
い
も
の
は
、
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
に
よ
る
複
合
名
詞
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
と
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可

美
〕
に
つ
い
て
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
に
よ
る
複
合
名
詞
は
奈
良

時
代
に
出
現
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
来
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
ク
活

用
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
も
、
理
論
上
は
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、
先
に
挙
げ
た
よ

う
に
奈
良
時
代
に
出
現
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕

に
よ
る
複
合
名
詞
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
出
現
が
平
安
時
代
か
ら
室

町
時
代
と
な
る
。

　
　

ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕（
ク
活
用
）

　
　
　

瞗
（
略
）
豆
良
〻
〻
弥
留
又
宇
万
久
見
（『
新
撰
字
鏡
』）

　
　

ウ
マ
イ
〔
味
寝
〕

…
宍し
し

串く
し

ろ
味う
ま

寝い

寝ね

し
間と

に
〈
于
魔
伊
禰
矢
度
儞
〉
庭に
は

つ
鳥と
り

鶏か
け

は
鳴な

く
な
り
…
」 

（『
日
本
書
紀
』
継
体
紀
・
九
六
）

　
　

ウ
マ
サ
ケ
〔
味
酒
〕

味う
ま

酒さ
け

〈
宇
磨
佐
開
〉
三み

輪わ

の
殿と
の

の
朝あ
さ

門と

に
も
出い

で
て
行ゆ

か
な
三
輪

の
殿と
の

門と

を
」 

（『
日
本
書
紀
』
崇
神
紀
・
一
六
）

　
　

ウ
マ
ヒ
ト

…
貴う
ま

人ひ
と

は
〈
宇
摩
比
等
破
〉
貴
人
ど
ち
や
〈
于
摩
譬
苔
奴
知
野
〉

親い
と
こ友
は
も
親い
と
こ友
ど
ち
い
ざ
闘あ

は
な
我わ
れ

は
…
」

 

（『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
・
二
八
）

　
　

ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕（
シ
ク
活
用
）

か
ぐ
や
姫
に
言い

ふ
や
う
、「
な
ん
で
う（
ふ
）心

地ち

す
れ
ば
、
か
く
、
物

を
思
ひ
た
る
さ
ま
に
て
、
月
を
見
た
ま
ふ
ぞ
。
う
ま
し
き
世
に
」

と
言い

ふ
。」 

（『
竹
取
物
語
』）

　
　

ウ
マ
シ
小
汀

即
自
然
有
二
可
怜
小
汀
一
。
可
怜
此
云
于
麻
師

汀
此
云
波
麻

（『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
下
）

　
　

ウ
マ
シ
モ
ノ

我わ
ぎ
も妹

子こ

に
逢
は
ず
久
し
も
う
ま
し
も
の
〈
馬
下
乃
〉
阿あ

倍べ

橘
た
ち
ば
なの

苔こ
け

生む

す
ま
で
に 

（『
萬
葉
集
』
二
七
五
〇
）

　
　

ウ
マ
シ
マ
デ
ノ
ミ
コ
ト
（
固
有
名
詞
）
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名
曰
二
可
美
真
手
命
一
。
可
美
真
手
此
云

于
魔
詩
倚
耐（『

日
本
書
紀
』
神
武
即
位
前
紀
）

　
　

ウ
マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ 

コ
ヂ
ノ
カ
ミ
（
固
有
名
詞
）

如
二
葦
牙
一
因
二
萌
騰
之
物
一
而
成
神
名
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古

遅
神
。
此
神
名

以
音 

（『
古
事
記
』
神
代
）

　

ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
は
平
安
初
期
に
出
現
す
る
。
し

か
し
、
万
葉
集
に
は
以
下
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

飯い
ひ

食は

め
ど
う
ま
く
も
あ
ら
ず
〈
味
母
不
レ
在
〉
行ゆ

き
行ゆ

け
ど
安
く
も

あ
ら
ず
〈
安
久
毛
不
レ
有
〉
あ
か
ね
さ
す
君
が
心
し
忘
れ
か
ね
つ
も

（『
萬
葉
集
』
三
八
五
七
）

　
「
安
久
毛
不
レ
有
」
と
対
に
な
る
「
味
母
不
レ
在
」
は
ウ
マ
ク
モ
ア
ラ
ズ

と
訓
む
の
が
良
い
と
考
え
ら
れ
、
ウ
マ
シ
の
確
例
は
平
安
初
期
で
あ
る
け

れ
ど
も
、『
萬
葉
集
』
に
あ
っ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
被
覆

形
ウ
マ
〔
味
・
可
美
〕
に
よ
る
複
合
名
詞
は
、
奈
良
時
代
に
出
現
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
は
、
出
現
が

平
安
時
代
で
あ
る
が
、
露
出
形
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
に
よ
る
複
合
名
詞

は
、
既
に
奈
良
時
代
に
出
現
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
平
安
時
代
に
出

現
し
た
シ
ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
は
孤
例
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
と
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
と

は
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
一
は
、
ク

活
用
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、
本
来
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る

が
、
例
が
実
在
す
る
訳
で
は
な
い
の
に
対
し
、
ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ

〔
味
・
可
美
〕
は
例
が
実
在
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二

は
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
の
場
合
は
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
ム
ナ
シ

〔
空
〕
が
先
に
出
現
し
、
明
ら
か
に
時
代
が
下
っ
て
か
ら
露
出
形
ム
ナ
シ

〔
空
〕
に
よ
る
複
合
名
詞
が
出
現
す
る
の
に
対
し
、
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・

可
美
〕
の
場
合
は
、
露
出
形
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
に
よ
る
複
合
名
詞
が

先
に
出
現
し
、
後
に
シ
ク
活
用
形
容
詞
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕
が
出
現
す

る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
違
い
の
た
め
に
、（
１
）
で
あ
る
「
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕

＋
名
詞
」
が
（
３
）、（
２
）
で
あ
る
「
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名
詞
」

が
（
４
）
で
あ
る
と
従
来
考
え
ら
れ
て
来
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
形
容
詞
ム
ナ
シ
〔
空
〕
は
、
本
来
は
シ

ク
活
用
形
容
詞
で
は
な
く
ク
活
用
形
容
詞
で
あ
り
、「
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕

＋
名
詞
」
は
（
３
）
で
は
な
く
（
１
）、「
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
＋
名

詞
」
は
（
４
）
で
は
な
く
（
２
）
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
良
い
と
考
え
ら

れ
る
。
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注（１
）
上
代
の
用
例
に
加
え
て
平
安
初
期
の
用
例
も
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
平
安
初
期
の

用
例
も
入
れ
る
こ
と
に
す
る
の
は
、
上
代
の
確
例
だ
け
で
は
用
例
数
が
少
な
い
と

い
う
理
由
も
あ
る
が
、
平
安
初
期
と
そ
れ
以
降
と
の
間
で
言
葉
が
大
き
く
変
わ
る

と
い
う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
拙
稿
（
二
〇
一
三
）
注
（
１
）
参
照
。
な

お
、　　

の
用
例
は
平
安
初
期
の
用
例
を
指
す
。

（
２
）（
１
）
に
当
て
は
ま
る
形
容
詞
は
以
下
の
通
り
。（　

）
内
の
数
字
は
、
そ
の
形
容

詞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
複
合
名
詞
の
異
な
り
語
数
で
あ
る
（
注
（
３
）・（
４
）・

（
５
）
も
同
様
）。
な
お
、
被
覆
形
─
露
出
形
の
体
系
の
中
に
は
、
末
尾
が
ア
列
・

ウ
列
・
オ
列
甲
類
・
オ
列
乙
類
の
被
覆
形
、
末
尾
が
イ
列
甲
類
・
イ
列
乙
類
・
エ

列
乙
類
の
露
出
形
は
含
ま
れ
る
が
、
エ
列
甲
類
は
こ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
で
、
タ
ケ
シ
〔
武
〕
の
タ
ケ
を
形
容
詞
被
覆
形
と
見
な
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
タ
ケ
シ
〔
武
〕
も
（
１
）
に
入
れ
て
お
く
。
な
お
、　　

の
用
例
は
平
安
初

期
の
用
例
、　　

の
用
例
は
平
安
中
期
以
降
の
用
例
を
指
す
（
注
（
３
）・（
４
）・

（
５
）
も
同
様
）。

　

ア
カ
シ
〔
明
〕（
九
例
）・
タ
カ
シ
〔
高
〕（
八
例
）・
ナ
ガ
シ
〔
長
〕（
四
例
）・

ワ
カ
シ
〔
若
・
稚
〕（
八
例
）・
フ
カ
シ
〔
深
〕（
一
例
）・
ア
サ
シ
〔
浅
〕（
四

例
）・
チ
ヒ
サ
シ
〔
小
〕（
一
例
）・
カ
タ
シ
〔
堅
〕（
一
例
）・
イ
タ
シ
〔
痛
〕

（
一
例
）・
ス
ク
ナ
シ
〔
少
〕（
一
例
）・
ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕（
三
例
）・
ハ
ヤ

シ
〔
早
・
速
〕（
一
例
）・
ア
ラ
シ
〔
荒
〕（
七
例
）・
ヤ
ス
シ
〔
安
〕（
二
例
）・

ウ
ス
シ
〔
薄
〕（
二
例
）・
ア
ツ
シ
〔
熱
〕（
一
例
）・
フ
ル
シ
〔
古
〕（
二
例
）・

タ
ケ
シ
〔
武
〕（
一
例
）・
ニ
コ
シ
〔
柔
・
和
〕（
四
例
）・
ホ
ソ
シ
〔
細
〕（
二

例
）・
ト
シ
〔
利
・
鋭
・
聡
〕（
一
例
）・
フ
ト
シ
〔
太
〕（
四
例
）・
オ
ホ
シ

〔
多
〕（
一
七
例
）・
ト
ホ
シ
〔
遠
〕（
一
例
）・
ヨ
シ
〔
吉
〕（
一
例
）・
シ
ロ
シ

〔
白
〕（
四
例
）・
ク
ロ
シ
〔
黒
〕（
四
例
）・
ヒ
ロ
シ
〔
広
〕（
二
例
）・
ア
ヲ
シ

〔
青
〕（
一
一
例
）

（
３
）（
２
）
に
当
て
は
ま
る
形
容
詞
は
以
下
の
通
り
。

ウ
マ
シ
〔
味
・
可
美
〕（
四
例
）・
ア
ラ
シ
〔
荒
〕（
一
例
）・
ヨ
シ
〔
吉
・
好
・

宜
〕（
一
例
）・
カ
タ
シ
〔
堅
〕（
一
例
）

（
４
）（
３
）
に
当
て
は
ま
る
形
容
詞
は
以
下
の
通
り
。

　

ア
タ
ラ
シ
〔
惜
〕（
六
例
）・
マ
サ
シ
〔
正
〕（
一
例
）・
タ
ダ
シ
〔
正
〕（
三

例
）・
ア
ラ
タ
シ
〔
新
〕（
一
例
）・
タ
ハ
シ
〔
靡
靡
〕（
三
例
）・
ナ
グ
シ
〔
和
〕

（
一
例
）・
メ
ヅ
ラ
シ
〔
珍
・
希
見
〕（
一
例
）・
ム
ナ
シ
〔
空
〕（
一
例
）

（
５
）（
４
）
に
当
て
は
ま
る
形
容
詞
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
注
（
２
）
に
お
け
る
タ

ケ
シ
〔
武
〕
と
同
様
の
理
由
で
、シ
ケ
シ
〔
穢
蕪
〕
を
（
４
）
に
入
れ
て
お
く
。

ま
た
、
レ
の
甲
類
・
乙
類
の
区
別
が
不
明
で
あ
る
ウ
レ
シ
〔
歓
〕、
及
び
、
コ
ホ

シ
が
本
来
の
形
で
あ
り
コ
ホ
シ
か
ら
の
母
音
交
替
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
コ
ヒ

シ
〔
恋
〕
を
含
む
ウ
ラ
ゴ
ヒ
シ
〔
裏
恋
〕
を
（
４
）
に
追
加
出
来
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
今
回
は
追
加
し
な
い
で
お
く
。

　

サ
カ
シ
〔
賢
〕（
一
例
）・
イ
カ
シ
〔
厳
〕（
五
例
）・
イ
ス
カ
シ
〔
傲
佷
〕（
一

例
）・
カ
ナ
シ
〔
悲
・
哀
・
憐
〕（
一
例
）・
オ
ナ
ジ
〔
同
〕（
二
例
）・
ハ
シ
〔
愛
〕（
二

例
）・
ク
ハ
シ
〔
妙
・
細
〕（
一
例
）・
カ
グ
ハ
シ
（
二
例
）・
ハ
ナ
グ
ハ
シ
〔
花
細
〕

（
一
例
）・
マ
グ
ハ
シ
〔
目
細
〕（
一
例
）・
ウ
ラ
グ
ハ
シ
（
一
例
）・
オ
ヤ
ジ
〔
同
〕

（
四
例
）・
メ
ヅ
ラ
シ
〔
珍
・
希
見
〕（
二
例
）・
ク
シ
〔
奇
〕（
一
例
）・
ウ
ツ
ク
シ

〔
愛
〕（
二
例
）・
ク
ス
シ
〔
奇
〕（
一
例
）・
ウ
ツ
シ
〔
現
・
顕
〕（
三
例
）・
シ
ケ
シ

〔
穢
蕪
〕（
一
例
）・
イ
ソ
シ
〔
勤
〕（
一
例
）・
ミ
ガ
ホ
シ
〔
欲
見
〕（
二
例
）・
ト
ホ

ト
ホ
シ
（
一
例
）・
オ
ヨ
シ
（
一
例
）・
ヨ 

ロ
シ
〔
宜
〕（
一
例
）

（
６
）
林
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
。

（
７
）『
日
本
書
紀
私
記
』
御
巫
本
の
例
の
〔　

〕
内
の
文
字
は
、
新
訂
增
補
国
史
大
系 

第
八
巻

『
日
本
書
紀
私
記
』（
吉
川
弘
文
館
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る

も
の
を
追
加
記
入
し
た
。

（
８
）
神
戸
親
和
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
写
真
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
。

（
９
）
林
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。

【
使
用
文
献
】

　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）
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『
宇
津
保
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
土
左
日
記 
か
げ
ろ
ふ
日
記 

和
泉
式
部
日
記 

更
級
日
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
古
代
歌
謡
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
校
證
古
今
和
歌
六
帖
（
上
）』（
有
精
堂
）

　
『
古
今
著
聞
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
古
事
記 

祝
詞
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
神
宮
古
典
籍

影
印
叢
刊
１
・
２ 

古
事
記 

日
本
書
紀
（
上
）（
下
）』（
八
木
書
店
）

　
『
新
編 

国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）

　
『
山
家
集 

金
槐
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
天
治
本
新
撰
字
鏡 

増
訂
版
』（
臨
川
書
店
）

　
『
竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

大
和
物
語 

平
中
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

小
学

館
）

　
『
竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

大
和
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
日
本
書
紀
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

小
学
館
）

　
『
日
本
書
紀
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
日
本
書
紀
第
二
』（
古
典
保
存
会
）

　
新
訂
增
補
国
史
大
系 

第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記
』（
吉
川
弘
文
館
）

　
『
萬
葉
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

小
学
館
）

　
『
萬
葉
集
総
索
引
』（
平
凡
社
）

　

村
田
正
博
編
（
一
九
八
二
）「
続
日
本
紀
・
日
本
後
紀

続
日
本
後
紀
・
三
代
実
録
所
収
和
歌
・
歌
謡
用
語
索
引
」（
山　

辺
道
二
六
）

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
三
省
堂
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』（
小
学
館
）

【
参
考
文
献
】

　

安
部　

清
哉 

（
一
九
九
六
）「
語
彙
・
語
法
史
か
ら
見
る
資
料

─
『
篁
物
語
』 

の
成

立
時
期
を
め
ぐ
り
て

─
」（『
国
語
学
』
一
八
四
）

　

有
坂　

秀
世 

（
一
九
三
一
）「
国
語
に
あ
ら
は
れ
る
一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」

（『
国
語
音
韻
史
の
研
究 

増
補
新
版
』
一
九
五
七　

三
省

堂
）

 

（
一
九
三
四
）「
母
音
交
替
の
法
則
に
つ
い
て
」（
同
）

　

川
端　

善
明 

（
一
九
七
九
）『
活
用
の
研
究 

Ⅱ
』（
大
修
館
書
店
）

　

金
水　
　

敏 

（
一
九
八
三
）「
上
代
・
中
古
の
ヰ
ル
と
ヲ
リ

─
状
態
化
形
式
の
推

移

─
」（『
国
語
学
』
一
三
四
）

　

阪
倉　

篤
義 

（
一
九
六
六
）『
語
構
成
の
研
究
』（
角
川
書
店
）

　

橋
本　

四
郎 

（
一
九
五
七
）「
う
ま
し
」（『
萬
葉
』
第
二
四
号
）（『
橋
本
四
郎
論
文

集 

万
葉
集
編
』
一
九
八
六　

角
川
書
店
）

　

林　
　

浩
恵 

（
二
〇
〇
三
）「
形
容
詞
語
幹
の
用
法
の
違
例
」（『
萬
葉
』
第
一
八
五
号
）

 

（
二
〇
〇
四
）「
上
代
・
中
古
に
見
ら
れ
る
形
容
詞
派
生
の
動
詞

─

形
容
詞
に
お
け
る
意
味
分
類
と
の
関
連
を
中
心
に

─
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
三
）

 

（
二
〇
〇
六
）「
上
代
に
お
け
る
形
容
詞
語
素
と
ニ

─
な
ぜ
ク
活
用

形
容
詞
語
素
は
単
独
で
ニ
を
伴
わ
な
い
か

─
」（『
萬

葉
』
第
一
九
四
号
）

　

村
田
菜
穂
子 

（
二
〇
〇
五
）『
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
彙
論
的
研
究
』（
和
泉
書
院
）

　

山
口　

佳
紀 

（
一
九
八
五
）『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』（
有
精
堂
）

　

山
本　

俊
英 

（
一
九
五
五
） 「
形
容
詞
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
意
味
上
の
相
違
に
つ

い
て
」（『
国
語
学
』
二
三
集
）

　

蜂
矢　

真
弓 

（
二
〇
一
三
）「
被
覆
形
に
よ
る
複
合
・
派
生
の
再
考
察

─
形
容
詞

被
覆
形
の
想
定

─
」（『
萬
葉
』
第
二
一
四
号
）

 

（
二
〇
一
四
）「
形
容
詞
被
覆
形
・
露
出
形
＋
「
人
を
表
す
名
詞
」
の

形
態
と
意
味
」（『
萬
葉
語
文
研
究
』
第
10
集
）

 
（
二
〇
一
五
）「
形
容
詞
被
覆
形
・
露
出
形
に
よ
る
名
詞
複
合
用
法
」

（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
三
十
四
、
予
定
）


